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第１部 2023 年技能五輪国際大会の誘致について 

 

１．技能五輪国際大会とは 

 技能五輪国際大会（以下「国際大会」という。）は、国際的に技能を競うことにより、参

加国・地域の職業訓練の振興及び技能水準の向上を図るとともに、22 歳以下の若年技

能労働者の国際交流と親善を図ることを目的とする大会である。1950年にスペインのマ

ドリードで第１回国際大会が開催されたことをきっかけに、昨今では２年に１回の頻度で

開催されている。日本は 1962 年の第 11 回国際大会から参加しており、これまでに、

1970 年の第 19 回大会を千葉で、1985 年の第 28 回大会を大阪で、2007 年の第 39 回

大会を静岡で開催した。 

 

２. 検討の経緯 

 平成28年６月に閣議決定された「日本再興戦略2016」において、多面的アプローチに

よる人材の育成・確保を推進し、第４次産業革命という大変革を見据え、未来投資であ

る人材力の強化の観点から新たな取組を進めていく必要があるとされた。この取組の

一つとして、技能五輪国際大会の日本への誘致に向けた具体的な方策を検討し、本年

度年央までに結論を得ることとされたところである。 

これを踏まえ、平成 29 年１月に本検討会を設置し、国際大会を日本に誘致する際の

意義やコンセプトについて議論を行った。３月に開催した第２回検討会では愛知県が策

定した「2023年技能五輪国際大会基本構想」（以下「基本構想」という。）の提案を受け、

開催候補地を愛知県に仮決定した。本年４月にはワーキンググループ（以下「WG」とい

う。）を設置し、基本構想に基づき、ワールドスキルズインターナショナル（以下「WSI」と

いう。）が設定する開催のための諸条件を満たすことができるかについて検証を行っ

た。 

本報告書はこれらの議論を総括して取りまとめたものである。 

 

３. 2023 年国際大会誘致の意義 

 2023 年に開催予定の第 47回国際大会を日本に誘致する意義は、以下のとおり「レベ

ルアップ」「発信」「盛り上げる」の３つの視点から整理できる。 

 

（１）日本をレベルアップする 

＜大会参加者をレベルアップ＞ 

・全国大会で金メダルを獲得した若者が、世界を相手に更に腕を上げる機会で

あり、企業の支援や地元からの応援を背に、地の利も活かしつつ、能力を最

大限に発揮することが期待できる。国際大会で優秀な成績を収めることによ

り、一人一人の今後の自信となる。また、世界のレベルを知ることで自分自

身の将来へのビジョンも構築できる。 
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＜若者をレベルアップ＞ 

・国際大会に参加できなかった若年技能者も、世界トップレベルの技能を直接

見て、体感することにより、自らの技能を高める努力のインセンティブとな

るとともに、今後の目標を高める機会となる。 

 

＜企業をレベルアップ＞ 

・代表権獲得意識の高まりにより企業で働く技能者が切磋琢磨して技能を磨き、

企業の技能レベル全体が向上することで、企業の競争力が高まり、企業活動

の拡大につながる。 

 

＜働く人々をレベルアップ＞ 

・少子高齢化や人口減少の流れの中で、成長と分配の好循環を拡大していくた

めには、働き方改革の実行に加えて人材への投資を通じた労働生産性の向上

が必要とされ、「経済財政運営の基本方針 2017」において「人材への投資を

通じた生産性の向上」が副題であり課題とされた。我が国での国際大会開催

は社会全体で人材投資を抜本強化する契機となる。 

 

＜次世代をレベルアップ＞ 

・小中学生の子どもたちが、国際的な技能競技大会を観戦することにより、も

のづくり分野での活躍を将来の夢として描く契機となる。 

 

＜人的ネットワークをレベルアップ＞ 

・ものづくり分野の若者たちが、技能を通じて世界の若者と交流することによ

り、グローバルな視点を持ち、これからの産業活動に役立つ人的ネットワー

クが構築される。 

 

（２）日本を発信する 

＜技能・技術を発信＞ 

・我が国製造業の労働生産性は国際的に見ても高く、歴史的・伝統的な分野か

ら AI やロボットなどの最先端分野まで、日本の産業を支える技術・技能を幅

広く紹介すること等により、人的能力と技術力が融合した新たな姿を世界に

発信し、これらを基盤とした我が国の高い経済的ポテンシャルに対する評価

を確立する。 

 

＜オリジナリティを発信＞ 

・歴史的に日本の産業活動の基礎を支えてきた伝統的な技能が、現代において

も有効であることを示し、効率のみを重視する世界的スタンダードに一石を
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投じるとともに、技術・技能分野における日本独自の価値観や人材育成の取

組を積極的に発信する。 

・おもてなしに代表されるような「和の心」は日本の技能に深く根付いており、

高品質な財を作り出す源泉となっている。日本において国際大会を開催する

ことで、この「和の心」を体感するきっかけとなる。 

・日本のものづくりは多くの中小企業に支えられており、独創的で優れた技能

を有している。技能への関心の高まりを背景に、中小企業の国際大会への参

画を推進し、自社の技能を発信する機会とする。 

 

＜取組を発信＞ 

・今後、工業化を進めようとする開発途上国に、戦後の高度成長を支えてきた

「日本のものづくり分野」で働く技能者の育成の歴史を紹介する。 

・世界でも有数の高齢化が進む社会において、次世代への技能の伝承や若い人

材の育成に向けた積極的な取組を紹介し、今後先進国を中心に加速する高齢

化への対応をリードする。 

 

＜魅力を発信＞ 

・様々な国から多くの人々が来日する機会になることから、我が国の文化や伝

統的な技能に触れ、直接日本の魅力を感じてもらうことができる。 

 

＜運営力を発信＞ 

・国際大会への参加国が増え、大会規模が拡大する中、開催経費も拡大の一途

をたどっている。将来における国際大会の持続的な開催についての懸念を払

拭できるよう、効率的でコンパクトな大会を計画し、我が国の運営力の高さ

を世界に示す。 

 

（３）日本を盛り上げる 

＜社会を盛り上げる＞ 

・我が国で国際大会を開催することにより、ものづくり分野の若者が国際的な

舞台で活躍する姿に、多くの国民が注目することとなり、技能に対する社会

的な評価を高め、技能尊重の機運が醸成されるとともに、日本社会の将来の

発展に対する希望を高める。 

 

＜国際化を盛り上げる＞ 

・日本を訪れる参加者や大会関係者と、地元を中心とした様々な人とが交流が

できる機会を積極的に設けることにより、人々が国際的なつながりの楽しさ

を実感する機会となり、我が国社会の国際化への貢献につながる。 
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＜東京 2020～愛知 2023～大阪 2025 を盛り上げる＞ 

・2020 年東京オリンピック・パラリンピック、2023 年愛知技能五輪国際大会、2025 年

大阪万国博覧会（招致中）の３つの大会の有機的な連携を図り、スポーツ、技能・技

術、産業活動というそれぞれの側面から、人間の能力や働くという人の根源的な営

みとその未来を考えるきっかけとする。これらの３つの一連のイベントで、包括的に

現在の日本の姿を世界に発信し、我が国の国際的なステータスを確立するととも

に、21 世紀の最初の四半世紀の集大成として、我が国社会の活力を向上させる。 

 

４．愛知県を国際大会の候補地とする意義 

愛知県は、古くからものづくり産業が発展し、第３次産業革命による産業構造

の転換にも対応した地域であり、今も日本の製造業を牽引している。また、愛知

県は技能士の数が日本一であり、毎年開催される技能五輪全国大会でも愛知県が

選出した選手団は非常に優れた成績を残しており、日本の技能の中心地と言っても過

言ではない。このような地域性に加え、2019 年、2020 年に技能五輪全国大会を愛知県

で開催した上で国際大会を開催することは、参加選手強化の面で有利であることから、

より効果的に日本全国へ技能の重要性や魅力を力強く発信することが期待される。 

さらに、愛知県は 2005 年日本国際博覧会（愛・地球博）を開催した実績もあり、国際

的なイベントを運営する十分な能力を有していると考えられる。 

 

５．国際大会のテーマ及び方向性 

 我が国で開催する国際大会は、技能分野が抱える課題の解決策を提示し、次代を担

う若者に夢と希望を抱かせる機会とするとともに、産業構造の転換期を乗り越えた新し

い姿を示す場とすることが重要である。 

 このため、国際大会のテーマは「技能が拓く世界の未来」を候補としつつ、「技能をめ

ぐる対話」を通じて解決策を模索し、提示する等の具体的な方向性も含め、引き続き検

討するべきである。 

 

６．国際大会の開催効果 

 国際大会の開催効果としては、以下のものが見込まれる。 

① 国際大会を通じて、国際競争力を持つ人材の育成が進み、国内産業の持続的な発

展につながる。また、人材投資、技能への関心が高まることで労働生産性の向上、海

外進出先国も含めた産業を支える人材の育成・確保が図られる。 

② 世界各国のトップレベルの技能者と、日本企業や日本人労働者との交流が生まれ、

新たな人脈の形成や事業展開につながる。 

③ 初等・中等教育段階の子どもたちが国際大会に身近に接し、ものづくりに触れるき

っかけを提供することで、ものづくりへの興味関心を喚起し、職業教育の充実が図ら

れる。 
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④ 技能への理解が深まることで、技能者の社会的・経済的地位の向上を促し、日本の

ものづくりの発展に寄与する。 

⑤ 世界中から選手、企業関係者、学校関係者、観客が集まるため、経済活動が活性

化する。 

 

７．国際大会の具体的な取組イメージ 

 国際大会の意義や見込まれる効果を踏まえ、以下のような取組が考えられる。 

① 国際大会の会場内外において、競技内容や技能の「見える化」を図るとともに、参

加型のプログラムを用意する等、普段は技能に関わっていない来場者であっても技

能の奥深さや魅力が理解できるような仕掛けをつくる。 

② 企業や経済団体等への働きかけを通じて、国際大会への関心を高め、積極的な参

加を促すとともに、我が国の伝統文化、先端技術を体験できる機会を設ける。 

③ 国際大会の場を活用し、関係省庁の連携のもと、産業人材育成に係る施策や職業

教育に係る施策の充実を図る。 

④ 参加者同士の交流を促進する機会を設けるほか、参加者が楽しめる大会となるよ

う、地域産業や地元の人々との連携を重視し、愛知県の魅力を発信するイベント等を

準備する。 

⑤ 国内外の技能競技大会との有機的な連携を推進するとともに、多様なメディアを活

用した積極的な広報活動により認知度の向上を図る。 

 

第２部 2023 年国際大会の開催に係る検証について 

 

１．開催場所 

 国際大会の開催地は、人口や経済規模が国際大会を開催するにふさわしい規模であ

り、かつ、技能を尊重し技能を楽しむ地域性を持っていることが望ましい。愛知県は上

記の要件を満たすとともに、技能士の数が日本で最も多く、日本有数の産業の集積地

となっており、国際大会を盛り上げる素地がある。 

 基本構想においては、国際大会の会場候補を中部国際空港に隣接して設置される予

定の国際展示場としている。この国際展示場は、敷地面積 28.7ha、建築面積 8.6 万㎡と

なっており、仮設建築物を活用することで、国際大会に必要とされる会場規模の要件は

満たすものと考えられる。 

  

２．開催時期 

 基本構想に基づき、温度、湿度ともに快適で、比較的天候が安定している 2023 年の

10～11 月とすることが適当である。 
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３．輸送、宿泊計画 

愛知県は中部国際空港を有している。この空港はソウル、香港、シンガポール経由で

アジアや欧米の主要ハブ空港からアクセスが容易であり、東京や大阪からは新幹線等

の公共交通機関を使用することが可能である。また、名古屋を中心に宿泊施設も充実

している。愛知県は、これまでにも 2005 年日本国際博覧会を開催するなど、国際イベン

トを開催した実績が多数あり、輸送・宿泊インフラに支障はないと考えられる。ただし、

宿泊場所から競技会場への移動手段は原則としてバスを使うことを見込んでおり、選手

等の到着は一定の時間に集中することが予想されるため、円滑な移動が可能となるよ

う、乗降場所の設定や交通整理の方法については、詳細な検討が必要である。 

 

４．その他 

国際大会の開催に当たっては、産業の集積地であるという愛知県の立地を活かし、

テーマに沿った独自性のある併催イベントやエクスカーションを提供するとともに、積極

的な広報活動を行う必要がある。 

また、国際大会で生まれたムーブメントを一過性のものとしないよう、持続可能な仕

組みづくりを行うことが重要である。 

 

５．今後のスケジュール 

 2023 年に開催予定の第 47 回国際大会については、開催要綱が明らかになっておら

ず、詳細な日程は不明であるが、例年のスケジュールに基づくと以下のとおり。 

・2018 年秋頃のWSI 総会において国際大会を主催する意思を表明 

・2019 年初頭にWSI 事務局へプロポーザルシートを提出 

・2019 年夏にロシア連邦のカザンで行われる WSI 総会において第 47 回国際大会の

開催地を決定 

 

第３部 結び 

ものづくりは長年日本の経済成長を牽引してきた。我が国の製造業の労働生産性は

国際的に見ても高く、その上昇率も依然として大きい。人口減少、少子高齢化の中で、

今後の日本経済を更に発展させるためには、労働生産性の向上が不可欠である。この

ため、低生産性部門の改善だけでなく、第４次産業革命、Society5.0 を見据え、製造現

場等でのこれまでの強みを更に発展させていく必要がある。そのカギとなるのが未来へ

の先行投資たる人材への投資であり、これを社会全体として強化していかなければなら

ない。 

しかしながら、企業による教育訓練投資は減少を続けている。新たな技術は、普遍的

な価値を持つ技能が基盤に存在してこそ、実現できる。国際大会は、世界のトップレベ

ルの若者が技能を競う大会であり、若手技能者が己の技を磨く意欲を高める機会とい

うだけでなく、それを通じて人を育てること、企業が人材への投資の重要性を再認識す

る機会となる。また、少子高齢化やサービス業の拡大等を背景に、ものづくり分野でも
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後継者不足が深刻となっている。これまで我が国が培った高い技能を次世代に確実に

継承し、一層の高度化を目指すため、若者の技術・技能への関心を高めるとともに、切

磋琢磨して技を磨く環境を充実させることが重要である。 

さらに、国際大会を我が国で開催することは、国際的な注目度を高め、日本の魅力を

強く発信するとともに、日本人にとっても国際意識を高める機会となる。 

上記を踏まえ、愛知県や関係労使の協力を前提に 2023 年の国際大会を我が国で開

催することを求めたい。 
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技能五輪国際大会誘致に向けた検討会設置要綱 
 
（開催目的） 
第１条 2023 年（平成 35 年）以降に開催される技能五輪国際大会（以下「国際大

会」という。）の誘致に向けて、基本方針、運営の在り方等について検討
を行うため、「技能五輪国際大会誘致に向けた検討会」（以下「検討会」
という。）を開催する。 

 
（検討事項） 
第２条 検討会は、国際大会の運営に関する次の事項について、専門的見地から

検討を行い、誘致について助言を行う。 
  一 基本方針、運営、広報等の在り方に関すること 

  二 開催候補地に関すること 
  三 その他大会の運営等に関する重要な事項 
 
（参集者） 

第３条 構成員は、国際的なイベントの開催、ものづくり、技能等の各分野につ
いて専門的な見識を有する者のうちから職業能力開発局長（※１）が参集す
る。 

※１平成 29 年７月の組織再編により現在は人材開発統括官。 
 
（スケジュール） 
第４条 平成 29 年１月から検討を開始し、平成 29 年度年央を目処に最終的なと

りまとめを行う。なお、必要に応じ中間的なとりまとめを行う。 
  
（座長） 

第５条 座長は構成員の互選により選任する。 
 ２ 座長は会議を主宰する。 
 ３ 座長に事故のあるときは、座長があらかじめ指名する構成員がその職務を

代理する。 
 
（招集） 
第６条 座長は必要に応じて、構成員以外の者を招聘し、意見の陳述を行わせる

ことができる。 
 
（守秘義務） 
第７条 構成員及び構成員であった者は国家公務員法（昭和 22 年法律第 120 号）

に準拠し、その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 
 
（庶務） 

第８条 検討会の庶務は職業能力開発局能力評価課（※２）において処理する。 

※２ 平成 29年７月の組織再編により現在は人材開発統括官付能力評価担当参事官室。 

 
（補則） 
第９条 この要綱に定めるものの他、検討会の運営に必要な事項は座長が定める。 
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◎ 

 

技能五輪国際大会誘致に向けた検討会構成員名簿 

 

【学識者】 

赤松
あかまつ

  明
あきら

  ものつくり大学 学長 

垣本
かきもと

  映
あきら

  職業能力開発総合大学校 教授 

 

【使用者団体】 

会津
あ い づ

  健
たけし

  東京都塗装工業協同組合 理事長 

髙
たか

野
の

 浩
ひろ

幸
ゆき

   キヤノン（株）人事本部 ヒューマンリレーションズ 

推進センター ヒューマンリレーションズ推進部長 

【労働者団体】 

小倉
お ぐ ら

 範之
のりゆき

  全国建設労働組合総連合 技術対策部 部長 

高倉
たかくら

  明
あきら

  全日産・一般業種労働組合連合会 会長 

  

【技能五輪参加企業】 

江藤
え と う

 伸二
し ん じ

  日産自動車㈱ 人事本部 人財開発／HR 

プロセスマネジメント部 人財開発グループ 課長 

 

【イベント企画・メディア広報専門関係】 

澤田
さ わ だ

 裕二
ゆ う じ

  ㈱SD 代表取締役 

水野
み ず の

 直樹
な お き

  ㈱NHK エンタープライズ グローバル事業本部事業 

開発センター イベント・映像展開 担当部長 

村上
むらかみ

 洋介
ようすけ

  NHK 制作局科学環境番組部 チーフ・プロデューサー 

 

【技能五輪関係者】 

今井
い ま い

 悠
ゆう

太
た

  ㈱デンソー技研センター 移動式ロボット職種エキスパート 

山田
や ま だ

  亮
りょう

  中央職業能力開発協会 理事 

 （五十音順・◎座長） 
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技能五輪国際大会誘致に向けた検討会 開催経過 

 

 

第１回 2017 年 1 月 19 日（木） 

（１）国際大会の誘致について 

    ・大会開催のメリット 

    ・大会運営の在り方等 

 （２）我が国で開催する場合のコンセプト等について 

 （３）その他 

 

第２回 2017 年 3 月 24 日（金） 

（１）開催希望自治体からのヒアリング 

   ・愛知県 

（２）今後の議論の進め方について 

 

第３回 2017 年 7 月 27 日（木） 

（１）技能五輪国際大会誘致に向けた検討会ワーキンググループ報告書及び検

討会報告書(案)について 

（２）今後の誘致活動の進め方について 

 

 

※ 議事概要等の掲載 URL はこちら↓ 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-syokunou.html?tid=408767 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-syokunou.html?tid=408767
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日本再興戦略における技能五輪国際大会の招致に関する記述 

 

日本再興戦略２０１６（平成 28 年６月２日閣議決定）〔抄〕 

Ⅲ イノベーション・ベンチャー創出力の強化、チャレンジ精神にあふれる人材

の創出等 

２．多面的アプローチによる人材の育成・確保等 

 ２－１．人材力の強化 

 （２）新たに講ずべき具体的施策 

iii）企業の人材管理の促進 

③ 未来を創る若者の雇用・育成のための総合的対策の加速化（「セル

フ・キャリアドック」の導入・促進等）   

未来を担う若者が、職業生活において自身の能力や個性を発揮できる

環境の実現を目指す。 

～中略～ 

    また、生産性の高いものづくり分野の人材育成のため、若者の技能検

定の受検料の減免を速やかに検討し本年内に結論を得るとともに、技能

五輪国際大会の日本への誘致に向けた具体的な方策を検討し、来年度年

央までに結論を得る。 
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技能五輪国際大会 過去の開催実績 

（単位：国、人、個） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 銀 銅
第１回大会 １９５０年（昭和２５年） スペイン・マドリード 2 24
第２回大会 １９５２年（昭和２７年） スペイン・マドリード 2 16
第３回大会 １９５３年（昭和２８年） スペイン・マドリード 6 65
第４回大会 １９５５年（昭和３０年） スペイン・マドリード 6 82
第５回大会 １９５６年（昭和３１年） スペイン・マドリード 8 88
第６回大会 １９５７年（昭和３２年） スペイン・マドリード 8 128
第７回大会 １９５８年（昭和３３年） ベルギー・ブリュッセル 10 144
第８回大会 １９５９年（昭和３４年） イタリア・モデナ 9 150
第９回大会 １９６０年（昭和３５年） スペイン・バルセロナ 7 173
第１０回大会 １９６１年（昭和３６年） 西ドイツ・デュイスブルグ 11 182
第１１回大会 １９６２年（昭和３７年） スペイン・ヒホン 10 199 8 5 1 0
第１２回大会 １９６３年（昭和３８年） アイルランド・ダブリン 12 227 14 10 0 2
第１３回大会 １９６４年（昭和３９年） ポルトガル・リスボン 12 199 17 12 4 0
第１４回大会 １９６５年（昭和４０年） イギリス・グﾞラスゴー 11 200 19 6 5 2
第１５回大会 １９６６年（昭和４１年） オランダ・ユトレヒト 11 212 20 9 3 2
第１６回大会 １９６７年（昭和４２年） スペイン・マドリード 11 218 20 5 7 2
第１７回大会 １９６８年（昭和４３年） スイス・ベルン 14 246 20 6 2 5
第１８回大会 １９６９年（昭和４４年） ベルギー・ブリュッセル 15 260 23 9 2 4
第１９回大会 １９７０年（昭和４５年） 日本・千葉 15 274 30 17 4 3
第２０回大会 １９７１年（昭和４６年） スペイン・ヒホン 15 273 26 10 3 5
第２１回大会 １９７３年（昭和４８年） 西ドイツ・ミュンヘン 15 281 27 5 5 8
第２２回大会 １９７５年（昭和５０年） スペイン・マドリード 17 291 26 4 7 5
第２３回大会 １９７７年（昭和５２年） オランダ・ユトレヒト 16 267 26 7 4 3
第２４回大会 １９７８年（昭和５３年） 韓国・釜山 14 239 27 1 5 6
第２５回大会 １９７９年（昭和５４年） アイルランド・コーク 14 276 28 7 8 1
第２６回大会 １９８１年（昭和５６年） アメリカ合衆国・アトランタ 14 266 28 5 8 4
第２７回大会 １９８３年（昭和５８年） オーストリア・リンツ 18 309 28 4 5 4
第２８回大会 １９８５年（昭和６０年） 日本・大阪 18 307 34 11 8 4
第２９回大会 １９８８年（昭和６３年） オーストラリア・シドニー 19 354 30 6 0 3
第３０回大会 １９８９年（平成元年） イギリス・バーミンガム 21 382 27 3 6 1
第３１回大会 １９９１年（平成３年） オランダ・アムステルダム 21 411 26 4 2 2
第３２回大会 １９９３年（平成５年） チャイニーズタイペイ・台北 25 434 27 2 6 5
第３３回大会 １９９５年（平成７年） フランス・リヨン 28 474 28 4 3 1
第３４回大会 １９９７年（平成９年） スイス・ザンクトガレン 30 549 29 2 0 4
第３５回大会 １９９９年（平成11年） カナダ・モントリオール 33 625 34 6 3 2
第３６回大会 ２００１年（平成13年） 韓国・ソウル 35 616 33 4 2 4
第３７回大会 ２００３年（平成15年） スイス・ザンクトガレン 37 585 34 6 2 4

第３８回大会 ２００５年（平成17年） フィンランド・ヘルシンキ 38 696 36 5 1 2

第３９回大会 ２００７年（平成19年） 日本・静岡 46 812 51 16 5 3

第４０回大会 ２００９年（平成21年） カナダ・カルガリー 46 845 45 6 3 5

第４1回大会 ２０１１年（平成23年） イギリス・ロンドン 52 944 44 11 4 4

第４２回大会 ２０１３年（平成25年） ドイツ・ライプツィヒ 53 986 45 5 4 3

第４３回大会 ２０１５年（平成27年） ブラジル・サンパウロ 59 1189 45 5 3 5

第４４回大会 ２０１７年（平成29年） アラブ首長国連邦・アブダビ

第４５回大会 ２０１９年（平成31年） ロシア・カザン

日本選手成績日本派遣
選手数

総参加
選手数

参加国
地域数

開催国・地域開催年（和暦）回　数
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はじめに 

 

 平成 28 年６月に閣議決定された「日本再興戦略 2016」において、「技能五輪

国際大会の日本への誘致に向けた具体的な方策を検討し、来年度年央までに結

論を得る。」とされたことを受け、厚生労働省では技能五輪国際大会（以下「国

際大会」という。）誘致に向けた検討会（以下「検討会」という。）を設置し、

誘致を実施するか否か等を検討しているところであり、平成 29 年３月には愛知

県を日本における開催候補地として仮決定したところである。しかしながら、

愛知県が開催候補地として適切かどうかを検討するためには国際大会の誘致に

立候補した諸外国の現地調査等により誘致のための諸条件の調査を行い、愛知

県がそれらの条件を満たしているかどうか検討することが必要である。 

 このようなことから、中央職業能力開発協会が受託した平成 29 年度の厚生労

働委託事業「各種技能競技大会等の推進事業」の一環として、検討会のワーキ

ンググループ（以下「ＷＧ」という。）を設置し、誘致のための諸条件の調査及

び愛知県が条件を満たしているかどうか等を検討したものである（ＷＧの設置

要綱及び委員名簿は資料１参照）。 

 なお、ＷＧの開催日及び検討事項は、次のとおりである。 

   

第１回ＷＧ会合 平成 29 年５月 15 日 

（１）国際大会の実施状況 

（２）国際大会開催のための開催地の要件 

（３）愛知県の基本構想説明及び内容の検証 

 

第２回ＷＧ会合 平成 29 年６月１日 

（１）国としての提案に盛り込むべき事項及び誘致成功に必要な事項 

（２）国際大会開催地の要件、愛知県基本構想及び内容の検証 

（３）開催経費の試算 

（４）報告書骨子（案） 

 

第３回ＷＧ会合 平成 29 年６月 19 日 

（１）検討会及びワーキンググループ会合指摘事項と対応等 

（２）報告書骨子（案） 

 

第４回委員会 平成 29 年７月 10 日 

（１）報告書案  
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第１ 技能五輪国際大会について 

 

 １ 開催概要 

 

 （１）国際組織 

    国際大会は、加盟国・地域の代表によって構成される国際大会国際組

織委員会（WorldSkills International。以下「WSI」という。）によって

運営されており、WSI の本部はオランダのアムステルダムにある。 

    WSI のビジョン等は、次のとおりである。 

 

     ビ ジ ョ ン：技能の力で世界を発展させること。 

     ミッション：技能者への注目度と認知度を高め、経済的成長と個人

的成功の達成における技能の重要性を提示すること。 

     ポジション：技能の卓越性と能力開発の世界拠点。 

     活 動 領 域：①技能の振興、②キャリア形成、③技能競技大会、 

           ④教育と訓練、⑤国際協力と開発、⑥研究 

 

 （２）開催目的 

    国際大会は、国際的に技能を競うことにより、参加国・地域の職業訓

練の振興及び技能水準の向上を図るとともに、青年技能労働者（満 22 歳

以下）の国際交流と親善を図ることを目的としている。 

 

 （３）開催実績 

    国際大会は、1950（昭和 25）年にスペインのマドリードにおいてスペ

インとポルトガルの２カ国の選手が参加して開催されたのが始まりであ

る。その後、順次参加国・地域は増加し、直近の 2015（平成 27）年のブ

ラジル・サンパウロ大会には 59 カ国が参加している。 

    開催地は、第１回大会から第６回大会まではスペイン・マドリードで

開催されたが、その後はヨーロッパを中心に各国・地域で開催されてお

り、日本は、次のとおり国際大会を開催している。 

 

    1970（昭和 45）年 第 19 回大会 千葉 

    1985（昭和 60）年 第 28 回大会 大阪 

    2007（平成 19）年 第 39 回大会 静岡 

    （資料２「技能五輪国際大会の開催国の推移」を参照） 
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 日本の成績については、初めて参加した 1962（昭和 37）年スペイン・

ヒホンにおける第11回国際大会では８人の選手を派遣し、金メダル５個、

銀メダル１個を獲得した。1960 年代は日本が金メダル獲得数第１位とな

ることが多かったが、1970 年代以降は韓国が第１位となることが多くな

っている（資料３「技能五輪国際大会における各国の成績状況」を参照）。 

 

 （４）開催地決定のプロセス 

    国際大会開催地の決定については、加盟国・地域の立候補により始ま

り、複数の立候補がある場合は、WSI 理事会が申請内容を検討し、基本

的要件を満たしている場合は、WSI 総会で加盟国・地域の投票により決

定される（詳細は、資料４「2021 年技能五輪国際大会の提案に対する要

求」の２「決定までのタイムテーブル」を参照）。 

    WSI 総会における投票は、正規加盟国・地域の公式代表が１票ずつの

投票権を持ち、１回目の投票で過半数の票を得た立候補国・地域がない

場合は上位２ケ国による決選投票が実施される。 

 

 ２ 近年の開催状況 

 

   過去 10 年の国際大会の開催地は、2007 年が日本・静岡、2009 年がカナ

ダ・カルガリー、2011 年がイギリス・ロンドン、2013 年がドイツ・ライプ

ツィヒ、2015 年がブラジル･サンパウロとなっている。 

   会場は、展示会場を使用することが多い。 

   その他のプログラムとしては、選手村やエクスカーションの他、静岡大

会から始まった１校１国サポートプログラムは、その後も継続して各大会

で実施されている。 

   参加国は、静岡大会の 46 カ国から増加傾向にあり、サンパウロ大会では

59 カ国であった。 

   開催経費は、開催規模の拡大傾向に伴い増加傾向にある。 

日本の成績は、静岡大会が金メダル数 16 個で国別順位でも１位だったが、

国際大会と技能五輪全国大会（以下「全国大会」という。）の期間が空いて

いたロンドン大会を除くと金メダル数は５、６個となっている。 
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第２ 2023 年日本・愛知開催計画について 

 

   2023 年国際大会を日本に誘致するに当たって、まず、なぜ日本で国際大

会を開催すべきなのか、日本として誘致を希望する理由を次のとおり整理

した。 

 

   第４次産業革命の進行に伴い、人の雇用機会の喪失への懸念が生じてい

るが、コンピュータや AI が進歩しても、革新的なアイデアを具現化するた

めには人の技能が不可欠である。また、人口減少が進行する中で、生産性

向上の取組を推進するとともに、我が国の産業基盤を支える技能分野の人

材を確保することは喫緊の課題である。このため、従来以上に「技能尊重

機運の醸成」を効果的に図る政策が求められているところである。 

このような状況の下、新しい時代における人や技能の果たす役割・意義と

は何かを、国内外の技能関係者をはじめとする多くの参加者・観客が集まる

場である国際大会において強く打ち出すことは、国内外の高い注目を集める

とともに、次代を担う若者に夢と希望を抱かせる機会ともなる。愛知県は、

古くからものづくり産業が発展し、産業構造の転換にも対応して、今も日本

の製造業を牽引している地域である。また、全国大会でも、参加選手数割合

は東海地域が最も高く、その中でも愛知県は入賞者数がトップとなっている。 

このように、地域的に技能尊重の機運が高い地域において国際大会を開催

することは、日本にとっても参加国にとっても大きな意義を有するものと考

えられることから、2023 年国際大会誘致への取組を進めるべきである。 

 

 １ 2023 年日本・愛知における開催計画の概要 

   国際大会の実施には、競技会場としての展示場（仮設建築物を含む。）、

開閉会式会場、さよならパーティ会場、各種会議のための会議室といった

施設や、交通インフラ、宿泊施設等が必要である。 

 

これらの施設等について、愛知県が平成 29 年３月に策定した「2023 年技

能五輪国際大会基本構想」（資料５を参照。以下「基本構想」という。）を基

に、国際大会を開催するために必要な要件を満たしているか等を検討した結

果は、次のとおりである。 

 

 （１）開催場所 

   ア 会場 

   （ア）競技会場 
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      競技会場は、愛知県常滑市の中部国際空港に隣接して設置される

予定の愛知県国際展示場である。同会場は、現在設計中であり、2019

年秋に完成予定であるが、敷地面積 28.7ha、建築面積 8.6 万㎡とな

っている（資料６「愛知県国際展示場フロアマップ／レイアウトイ

メージ」を参照）。WSI は、2021 年国際大会では、最低９万～12 万

㎡が必要になるとの予測を示している（資料７「第 44 回技能五輪国

際大会（WSC2021）開催意思表明に伴う検証訪問（和訳）」（以下、

「検証訪問資料」という。）の４ページ目を参照）。このため、建築

面積の 8.6 万㎡以外に会場設備が必要となるが、敷地内には、仮設建

築物を建設予定であり（資料８「第 44 回技能五輪国際大会会場にお

ける仮設建築物の建築状況」を参照）、その面積は基本構想では 6.5

万㎡を予定しているが、参加選手数や併催イベントの種類や規模に

よっては拡大の必要があると考えられる。 

      誘致に際しては仮設建築物であっても機能としては常設の施設と

遜色ないものであることをアピールすること、競技職種に応じて必

要な競技環境を担保できるものとすること、また、場合によっては

飛行機の発着の際の防音対策を講じることが必要である。これらは、

誘致が決定された後、開催計画を詳細検討していく際に改めて検討

することが必要と考えられる。 

 

            愛知県国際展示場イメージ図 

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）愛知県振興部地域政策課国際展示場準備室資料 

 

   （イ）開閉会式会場 

      基本構想では、「ナゴヤドーム」又は「ポートメッセなごや」とな
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っているが、「ポートメッセなごや」を提案する。 

      開閉会式会場は、名古屋市港区金城ふ頭に位置する名古屋市国際

展示場「ポートメッセなごや」の第１展示館である。検証訪問資料

では、9,000 人以上の収容規模が必要とされている（検証訪問資料の

４ページ目を参照）が、現在 13,870 ㎡の第１展示館は改築が予定さ

れており、改築後は２万㎡となる予定であることから、着席しての

9,000 人以上の収容は可能であり、要件を満たしている。 

 

   （ウ）お別れパーティ会場 

      お別れパーティ会場は、ポートメッセなごやの第２展示館である。

検証訪問資料では、3,500 人以上の収容規模が必要とされている（検

証訪問資料の４ページ目を参照）が、同館は 6,576 ㎡あるため、立

食で 3,500 人以上の収容が十二分に対応可能であり、要件を満たし

ている。 

 

        ポートメッセなごやの航空写真 

       

      （出典）「ポートメッセなごや」ウェブページ 

 

   イ アクセス 

   （ア）日本へのアクセス（到着場所） 

      中部国際空港には、世界 39 都市との間で週 348 便（2017 年 6 月

16 日現在）が就航しており、特にアブダビ、バンコク、仁川、上海

等アジアの主要なハブ空港から毎日の航空便がある。（資料９「空港

インフラの状況」を参照）。一方、成田国際空港や関西国際空港へは、

欧米の主要都市から多くの直行便が就航しているものの、特に成田

便はその後の愛知県へのバス移動を考えた場合、かえって時間を要

すると考えられる。このため、国際大会の際に来日する選手、エキ

スパート等の訪日にあたってはアジアのハブ空港を経由して中部国
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際空港に来訪することにより、スムーズな会場来訪が可能となる可

能性があるため、トランジットルートの利便性を調査する必要があ

る。関西空港を利用する場合は、空港から会場まではバス利用とな

るため、ルートに留意する必要がある。また、羽田空港や成田空港

の利用も想定する必要があるが、この場合はこれらの空港から中部

国際空港への乗継便を使用することになる。乗継便利用者が多く乗

継便数が少ない場合は臨時便を出す調整も必要になると考えられる。 

 

   （イ）宿泊場所から競技会場へのアクセス 

      基本構想では、選手や大会関係者の宿泊場所から競技会場への移

動手段は、バスによることとされており、選手等の到着は一定の時

間に集中することが予想される。そのため、会場に到着したバスが

滞留しないよう降車方法の工夫を図る等の渋滞防止対策が必要と考

えられる。 

 

   （ウ）観客等の競技会場へのアクセス 

      競技会場へのアクセスは、鉄道又は自家用車が主となると考えら

れる。サンパウロ大会の実績の観客総数 26 万人をもとに１日当たり

65,000 人が来場すると考えると、過去に開催された空港島のイベン

トの最大来場者数 68,000人でも深刻な渋滞が発生しなかったという

実績から、大きな渋滞は発生しないと考えられる。しかしながら、

名古屋市の人口約 230 万人に加え、会場近隣市の人口はあわせて約

40 万人あり、更に多数の観客が訪問する可能性があることから、今

後より具体的なシミュレーションを実施することが必要と考えられ

る。 

 

ウ 宿泊 

検証訪問資料では、最低 4,000 人分のパッケージの用意が必要、とさ

れている他、アクセスの容易さ、距離、客室数、質、食事の提供につい

て説明を求めることとされている。 

事務局が旅行会社に委託して実施した調査（資料 10「宿泊インフラの

状況」を参照）によると、選手がツインルームのツイン使用、エキスパ

ート他がツインルーム又はダブルルームのシングル使用をすると仮定

すると、会場から１時間以内の三つ星以上のホテルのツインルーム及び

ダブルルームの合計は 8,901 室であった。この他にシングルルームが

18,278 室あることから、選手がシングルルームを使うことを想定しても
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十分な数を確保することができると考えられる。 

なお、現時点では、検証訪問資料で求める宿泊者数に対応した朝食提

供体制（例えば 300 人宿泊の場合、朝の１時間に 300 食を準備できるこ

と。）がないもの、イスラム教徒に対応したハラール食の提供体制がな

いものが多いというように宿泊客の要望に応える体制の点で課題があ

り、国際大会開催までにこれらの体制整備が必要となる。 

 

   エ 行催事 

     検証訪問資料では、職種競技以外の活動（会場内外）についてその

方策の説明を求めることとされており、基本構想では、次の事項を実

施することとしている。 

   （ア）会場内 

     ａ グローバル･スキルズ･ビレッジ（世界の技能） 

       世界の参加国・地域が自国・地域の技能を紹介するブースを設

置 

     ｂ アイチ＆ジャパン・スキルズ・ショーケース（日本・愛知の技

能） 

       日本及び愛知に受け継がれてきた技能を展示紹介 

     ｃ スキルズ・ラボ 

       技能入門プログラムを開発し、子どもを対象に技能入門体験を

実施 

     ｄ ジュニア・スキルズ 

       小中学生による技能競技大会を実施 

     ｅ キャリア相談 

       青少年層を対象に技能競技職種関連の職業への就職についてア

ドバイスを実施 

 

   （イ）会場外 

      オープン・スキルズ 

職業訓練施設の公開、企業見学等を実施 

 

   オ 会議 

   （ア）会議施設 

      検証訪問資料では、会場内の会議施設（部屋の大きさ、部屋数、

専用の会議施設）について説明を求めることとされている。 

      会議施設については、愛知県国際展示場は、大中小 18 室（合計面



- 11 - 

 

積 2,110 ㎡）の会議室を有する予定である。そのうちの４室（各 200

㎡）はパーテーションを外して 800 ㎡の会議室として利用可能であ

ることから、国際大会開催時に開催される総会に使用することが可

能である。 

      また、隣接、近隣施設の会議室等は次のとおりである。 

      中部国際空港：セントレアホール（340 ㎡）、会議用中小７室（合

計 496 ㎡） 

      空港島内のホテル：〔ホテル１〕区切り可能な会議室（130 ㎡） 

             〔ホテル２〕大中小３室の会議室（合計 285 ㎡） 

      空港島の対岸のりんくう地区のホテル：３室（合計 116 ㎡） 

      りんくう地区のショッピングモール：２ホール（合計 298 ㎡） 

      （詳細は、資料 11「中部国際空港及び周辺地域の会議室等」を参

照）。 

 

   （イ）会議 

      上記（ア）の会議室を使用して実施する会議としては、WSI 総会、

理事会の他、多彩な国際会議（技能担当大臣会合、リーダーズフォ

ーラム、ユースフォーラム、チャンピオンフォーラム等）が挙げら

れる。 

 

 （２）日程 

    国際大会の開催時期は、基本構想では、2023 年 10 月から 11 月の間の

10 数日間としている。愛知県はこの時期は、温度、湿度ともに快適で天

候も安定している。また、ホテルや航空便の繁忙期（７、８月等）、技能

検定（前期：６～８月、後期 11 月下旬～２月）、ポートメッセなごやの

恒例行事を避け、学生等の見学・参加が可能な時期（夏休み等は不可能）

となっている。 

    ただし、７月から 10 月にかけては台風シーズンであるため、それを想

定した対策をあらかじめ検討し、整理しておく必要がある（なお、他の

天災についても同様の対応が必要である。）。 

 

 （３）テーマとその展開 

    基本構想は「技能をめぐる対話」を基本コンセプトとしているが、上

記の第２冒頭に「なぜ日本で国際大会を開催すべきなのか」を整理した

ことを踏まえ、世界に日本のメッセージを打ち出す際のテーマの一案と

して「技能が拓く世界の未来」を提起する。 
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    このテーマの趣旨は、次のとおりである。 

 

    第４次産業革命の進行に伴い、人の雇用機会の喪失への懸念が生じて

いる。しかし、コンピュータや AI が進歩しても、革新的なアイデアを具

現化するためには人の技能が不可欠であり、AI 等と技能は協働関係にあ

ると言え、新しい時代の人や技能の果たす役割・意義とは何かについて、

積極的なメッセージを発信することが重要である。このメッセージを、

古くからものづくり産業が発展し、産業構造の転換にも対応して、今も

日本の製造業を牽引している愛知県における国際大会で強く打ち出すこ

とにより、世界に技能の将来の可能性を示し、次代を担う若者に夢と希

望を抱かせたい。 

 

    なお、今後テーマを更に検討するに際しては、ＷＧで出された以下の

ような委員の指摘も参考とされたい。 

 

   ○ 国際大会を開くことにより日本はどう国際社会に貢献できるのか、

どういう社会を目指すのかというということをビジョンとして示すの

が大事。 

   ○ 経済産業省が 2025 年万国博覧会のテーマを「いのち輝く未来社会の

デザイン」で打ち出そうとしているので、「技は命を輝かせる」や「平

和をつくる人の技」といった大きな理念を打ち立ててこれを国策とし

て実施すべき。 

   ○ （理念について、）東京（オリンピック）、愛知（技能五輪）、大阪（万

博）とつながっているという大きな見方が必要。 

   ○ 世界的にコンピュータ制御の機械を利用する割合が高まっている中

であっても、日本は汎用機で技能を高めることが不可欠だと考えられ

ている。こういった基礎的技能へのこだわりが、日本でやる意義の基

本、中心的価値といえるのではないか。このような基礎的技能が大事

という確証を持ち、それを世界の人と共有しようという思いがあり、

それが国内の問題、世界の問題を解決する非常に重要なテーマだとい

うようにつながっている。そういうふうに技に関する日本らしさから

説き起こしてテーマを出し、それは人類の共通の課題を解決する大き

な力である。 

   ○ 日本は「この方法が正しい」と思って信じてやっている場合でも、

世界がなぜそれを重視しないのかをきちんと見て、本当に今のやり方

が最善なのか改めて考えてもらいたいと思う。日本とは異なる方法を
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とっている国々でも、優れた製品を作っている。日本の進め方を検証

することも必要。 

   ○ 技術の進歩に対応して、近年、国際大会の競技課題もコンピュータ

制御機を使ったものに変化してきているが、同じコンピュータ制御機

を使った競技で優劣を決するのは、それを駆使する「人間の技能」に

他ならない。日本で開催する国際大会においては、この「人間の技能」

に焦点を当てるため、目の前で展開される「競技」に加えて各競技に

込められた「人間の技能」とは何かについて、分かりやすく「動画配

信」するとともに、各競技ブースで専門家が解説する等多面的な手法

で「技能の見える化」を図り、観客の「技能への深い理解」を促すこ

ととしてはどうか。日本の全国大会では、現在でも機械加工職種では

汎用機による競技が行われているが、これは技術革新の下でもそれを

支える人間の技能に重きを置く日本企業の考え方を反映したものだと

思う。こうした土壌が「技能の見える化」の作業をより効果的にして

くれるのではないか。 

   ○ 愛知県が基本構想で掲げた基本コンセプト「技能をめぐる対話」に

ついては、より広がりのあるテーマが良いと考えられるため、「技能が

拓く世界の未来」をテーマとしてはどうか。 

 

 （４）エクスカーション 

    エクスカーションについては、基本構想では、愛知県の先進的な産業

や職業訓練の視察ツアーとしてスキルズ・ツアーを提案しており、例と

して、トヨタ産業技術記念館、ノリタケの森、リニア・鉄道館、名古屋

城本丸御殿が挙げられている。 

    また、日本のものづくりの奥行きを体感できるツアーを隣接する岐阜

県、三重県、京都、中部北陸地域に対して実施することが提案されてい

る。 

    なお、世界的にも知名度の高い京都等へのアクセスが良いといったこ

とは、各国へのアピールポイントになるのではないかと考えられる。 

 

 （５）国際交流プログラム 

    国際交流プログラムとして基本構想では、１校１国運動（１校１国サ

ポートプログラム）が掲げられている。 

    それに加えて、過去の国際大会で選手村が好評であったことを踏まえ、

宿泊用ホテル近隣の公園に例えば「ワールドスキルズ・カフェ」を作っ

て参加選手と地元の若者が交流するようにすると良いのではないかと考
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えられる。 

    更に、地元との交流を更に活発化させるため、前年に開催されるあい

ちトリエンナーレ（これまでに３回（2010 年、2013 年、2016 年）開催。

2022 年も開催が見込まれる。）に参加したアーティストが「ワールドス

キルズ・カフェ」に参加するようにすると愛知で開催する意味が前に出

てくるのではないかと考えられる。 

 

 （６）その他 

    基本構想では、競技解説を行うガイドプログラム（対面方式に加えタ

ブレット等によるセルフガイド）を開発するほか、多言語観光システム

の構築に取り組むことを検討するとしている。 

    また、基本構想では、新たな時代を捉えた新規職種の導入も前向きに

検討するとともに、愛知の特徴を生かしたユニークなエキシビション職

種を検討し、提案するとしている。 

    さらに、基本構想では、ISO20121（持続可能なイベント運営のための

マネジメントシステム）を取得するとともに、中央労働災害防止協会

（JISHA）の安全衛生診断を受け、安全、安心、快適な競技環境を提供

するとしている。 

 

 ２ 特徴（優位点）、課題とその対応 

 

 （１）開催地選定の評価点 

    WSI による開催地選定の評価は、検証訪問資料に基づき実施されるが、

2021 年の検証訪問資料では、その項目数は 18 あり、質問事項数は合計

で 116 にものぼる。数値要件が示されている質問事項は、いずれが欠け

ても正式な入札に進むことができなくなる可能性があると考えられる。

また、数値要件が示されていないものであってもできるだけ優れたもの

を提案する必要があると考えられる。 

 

 （２）基本構想の評価 

    上記１で検討したとおり、愛知県の基本構想は、WSI の検証訪問資料

に示された国際大会を開催するのに必要な諸条件を満たしていると考え

られる。 

    ただし、宿泊施設における朝食の提供体制、ハラール食の提供体制、

中部国際空港へのアクセスなど更に検討すべき事項はあり、開催計画を

詳細検討していく際に改めて検討していくことが必要と考えられる。 
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    一方、これまでの国際大会主催実績及び全国大会の開催実績から①公

平、公正な競技運営、②安全、安心、衛生的な大会を実現すること、ま

た、③治安が良いことは他国に比べ優位にあるものと考えられる。さら

に、附帯的事項ではあるが、2020 年オリンピック・パラリンピック東京

大会も契機として日本文化や先進技術に関心が高まっていると考えられ、

京都等へのエクスカーションも魅力的ではないかと考えられる。 

    誘致が決定された後、WSI に対するヒアリングや国際大会参加経験者

からの意見と評価を踏まえ、これらの優位点を大いに生かした魅力的な

国際大会とするよう検討を深めていくことが期待される。 

 

 ３ 開催効果と必要な施策 

 

 （１）国内の産業を支える人材育成と確保 

    国際大会の開催により技能職種への関心が高まり、産業を支える人材

の確保が図られる効果が見込まれる。少子高齢化が進展する中で、若年

者のものづくり離れを防ぎ、ものづくり人材を確保していくことが必要

であり、国際大会の誘致を契機として、初等教育から中高等教育におけ

る職業教育の充実を文部科学省と厚生労働省が協力して推進するととも

に、全国大会や若年者ものづくり競技大会の周知広報を進め、技能に触

れる機会の拡大を図ることが必要である。さらに、キッズ大会やジュニ

ア・スキルズといった小中学生が技能を披露できる場をつくっていくこ

とが必要である。 

    さらに、国際大会の誘致を契機として、経済産業省と厚生労働省が協

力して先端技術を支えるものづくり人材の確保や中学生や高校生を対象

とした産業人材育成施策を推進することについて検討することが必要で

ある。 

    なお、技能職種への関心やものづくり人材の確保が国際大会の日本開

催の時だけといった一過性のものとならないようにすることが必要であ

り、2023 年以降も国際大会で継続的に勝てる人材づくりのための体制整

備にも取り組む必要がある。 

    また、技能競技大会に来場した観客の技能への理解を促進し、次のア

クションにつなげるためには、技能競技の見える化が必要であり、上記

１（６）の新たなガイドプログラムの開発、日本の熟練技能者によるデ

モンストレーションの実施等を検討する必要がある。また、国際大会の

機会だけでなく、その前から、例えば 2019 年度及び 2020 年度の全国大

会のサイドイベントとして、上記１（１）エのオープン・スキルズ、１
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（４）のスキルズ・ツアーといった体験型プログラムを実施することに

ついても検討が必要である。 

 

 （２）国内を中心に人生を支える職業能力への理解 

    国際大会の開催により広く国民の技能への関心が高まり、技能尊重機

運の醸成が進む効果が見込まれる。これを確実にするためには、上記（１）

のような各省連携の推進、周知広報の実施、視察プログラム等の検討が

必要である。 

 

 （３）国際社会に対するリーダーシップと貢献を発信 

    職業能力開発分野の開発途上国への技術協力は、国際協力機構（JICA）

を通じた協力が長年実施されるとともに、厚生労働省の事業でもアジア

諸国を中心とした協力が実施されているところである。一方で、国際大

会の開催を契機として、他の地域の開発途上国から日本に対して技能の

評価システムの構築や技能振興施策に係る技術協力の要請がなされる可

能性があり、それにも積極的に応えていくことが必要である。その中の

手法としては、全国大会への開発途上国の選手、エキスパートの招聘が

あり、これを進めることにより、日本のものづくりのノウハウの波及を

通じ開発途上国の人づくりに積極的に取り組む姿勢を示していくことが

必要である。 

 

 （４）おもてなしの体制の確立 

    2020 年には、オリンピック・パラリンピック東京大会が開催される。

2023 年に愛知において国際大会が開催され、2025 年に国際博覧会が大

阪において開催されることが決まれば、諸外国の日本に対する関心が継

続的に高まり、訪日外国人の数が継続的に増加し、さらに、高い水準を

維持し続けることが予想される。これに対応するためには、観光庁とも

連携して国際大会参加者のみならず幅広く外国人の受入体制を整備して

いくことが必要である。 

 

 ４ 2023 年日本・愛知開催経費 

 

   国際大会開催経費については、仮設建築物のタイプをどう設定するか、

どのような関係行事を実施するか等により金額が変動するため、誘致が決

定された後、開催計画を詳細検討していく際に試算することが必要と考え

られる。 
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第３ 誘致活動成功に必要な事項について 

 

 １ 誘致に必要なポイント 

 

   投票により主催国を決定する方式は、2009 年に開始され、過去４回の大

会のうち２回は立候補が１カ国だった（資料 12「技能五輪国際大会の主催

国の決定のための投票の状況」を参照。）ことから、投票に有利となるポイ

ントを絞ることは難しい。 

   WSI の幹部からは、「加盟国・地域は、自国・地域にとって良いと考えら

れる提案に投票するであろう。「良いと考えられる」ものとしての便利さに

は、航空運賃が安価なこと、アクセスが容易であること、交通の利便性が

良いこと等が該当する。2021 年大会の主催国がスイスになれば、いくつか

の加盟国・地域は、2023 年はヨーロッパの外でと感じるかもしれない。も

し中国が勝てば、いくつかの加盟国・地域は同じ地域内での開催は最善で

はないと感じる可能性があるため、中国と日本が大きく異なっていること

を売り込む必要がある。日本はすでに最近（2007 年）国際大会を主催した

ため、他の加盟国・地域に主催の機会を与えるべきと感じる代表もいるか

もしれない。ヨーロッパの国々は、技能五輪ヨーロッパ大会が２年毎にヨ

ーロッパで開催されるために、国際大会がヨーロッパ以外で開催されるこ

とを好むかもしれない。」といった見解が示されている。 

   なお、参加する技能者は、次の３点を重視すると考えられる。 

  ① 自国からのアクセスが容易であること。 

  ② 空調等競技環境が快適であり、自国と同じような作業環境で競技でき

ること。 

  ③ 観光、交流等で良い思い出づくりができること。 

   これらの事項については、誘致が決定された後、開催計画を詳細検討し

ていく際に改めて検討していくことが必要と考えられる。 

 

 ２ 誘致及び開催までのスケジュール、誘致活動 

 

   2023 年国際大会の提案に対する要求は、来年 WSI より発出されるが、

大まかなスケジュールは、2019 年大会の募集のスケジュールに準ずると考

えると次のとおりである。 

 

   2018 年 10 月 総会（オランダ・アムステルダム）で関心の表明を要請 
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   2019 年 3 月～4 月 検証訪問受入れ 

   2019 年 8 月 ロシア・カザン大会における総会においてプレゼンテー 

ション、投票及び決定 

   2021 年 第 46 回国際大会（開催地は本年 10 月に決定予定） 

   2023 年 第 47 回国際大会（日本が誘致を検討） 

 

   上記を踏まえた誘致活動の方針及び具体的な実施事項については、誘致

が決定された後、開催計画を詳細検討していく際に改めて検討していくこ

とが必要と考えられる。 



- 19 - 

 

結 論 

 

１ 国際大会の日本開催について 

 

  第４次産業革命や人口減少が進行する中、新たな時代における人や技能の

果たす役割・意義を国際大会で強く打ち出すことにより、国内外の高い注目

を集め、若者に夢と希望を抱かせる。 

  国際大会の誘致は、日本を世界に発信するまたとない機会となるとともに、

日本の発展にも資するものとなると考えられることから、国全体として総力

を上げて積極的に誘致活動に取り組むべきである。 

 

 

２ 愛知県を開催候補地とすることについて 

 

  愛知県の基本構想は WSI の求める諸条件を満たしており、特に、愛知県は

古くからものづくり産業が発展し、産業構造の転換にも対応して、今も日本

の製造業を牽引している地であり、オープン・スキルズやスキルズ・ツアー

を通じて来訪者に大きなインパクトを与えることが可能と考えられ、開催地

として最適であると考えられる。 

  なお、近年の状況は複数国が立候補する状況が見られ、その中で日本への

誘致が成功するためには、インフラや開催のコンセプト等を一層魅力的なも

のとすべく更なる検討を急ぐ必要がある。 

  これらについては、日本として誘致することが決定された後、開催計画を

策定する過程で十分検討されることが期待される。 

 



資料１ 

 

平成 29年５月 15日 

                               中央職業能力開発協会 

 

 

技能五輪国際大会誘致に向けた検討会ワーキンググループ設置要綱 

 

１ 趣旨・目的 

  平成 28 年６月に閣議決定された「日本再興戦略 2016」において、「技能五輪

国際大会の日本への誘致に向けた具体的な方策を検討し、来年度年央までに結論

を得る。」とされたことを受け、厚生労働省では技能五輪国際大会（以下「国際

大会」という。）誘致に向けた検討会（以下「検討会」という。）を設置し、誘致

を実施するか否か等を検討しているところであり、平成 29 年３月には愛知県を

日本における開催候補地として仮決定したところである。しかしながら、愛知県

が開催候補地として適切かどうかを検討するためには国際大会の誘致に立候補

した諸外国の現地調査等により誘致のための諸条件の調査を行い、愛知県がそれ

らの条件を満たしているかどうか検討することが必要である。 

このようなことから、検討会のワーキンググループを設置し、誘致のための諸

条件の調査及び愛知県が条件を満たしているかどうかを検討し、検討会に報告す

ることとする。 

なお、国が国際大会を誘致する旨決定した場合には、有識者会議を設置し、誘

致活動に必要な事業計画の策定、効果的なプレゼンテーション資料の作成のため

の調査・研究等を行うこととする。 

 

２ 委員及び開催方法 

（１）委員 

ワーキンググループは、中央職業能力開発協会（以下「中央協会」という。）

理事長が次の者について、知見を有する教授等の所属する大学、関係団体等に

参集を求め、参集した者により構成する。 

ア 学識経験者 

イ 都道府県関係者 

ウ 企業内技能競技大会関係者 

エ 学校関係者 

オ 団体関係者 

カ 選手経験者 

キ 大規模行事企画企業関係者 

ク 放送番組等作成企業関係者 

ケ 厚生労働省担当官 

コ 中央協会常務理事 
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サ その他必要な者 

（２）座長 

   ワーキンググループに座長を置く。座長は委員の互選により選任する。座長

は、ワーキンググループの議事を整理する。 

（３）関係者からの聴取 

   ワーキンググループは、必要に応じ、委員以外の者に出席を求め、意見を聴

取することができる。 

（４）ワーキンググループの取扱い 

   ワーキンググループは、非公開とする。 

（５）事務局 

事務局は、中央協会技能振興部振興課に置く。 

 

３ 調査検討事項 

（１）調査事項 

  ア 国際大会誘致国における国際大会の実施状況（目的、開催コンセプト、開

催規模、実施時期、競技使用施設、宿泊施設、交通手段、運営体制、職種、

併催行事、周知広報、開催経費等） 

  イ その他 

（２）検討事項 

  ア 開催予定県の提案内容の検証 

   WSIが求めている基準や過去の開催国との比較 

 イ 国としての提案を作成するための課題抽出 

   ① 開催予定県の提案を踏まえ、国としての提案に盛り込むべき事項 

   ② 誘致成功のために必要な事項（ウに記載する事項以外） 

  ウ 国際大会を誘致する場合に考えられる行動計画 

  エ 本検討会委員からの指摘を踏まえた事項 

   ① 国際大会を誘致する意義 

   ② 国内企業にとってのメリットになり得る点の確認 

  オ その他 

 

（以上） 
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平成 29 年度「技能五輪国際大会誘致に向けた検討会 

ワーキンググループ」委員名簿 
 

氏 名 所 属 先・役 職 名 

○ 岡部 眞幸 
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

職業能力開発総合大学校 教授 

  藤田 昇義 愛知県 産業労働部 労政局長 

  田中 早人 トヨタ自動車株式会社 トヨタ工業学園 次長 

  多 忠貴 
全国専修学校各種学校総連合会 総務委員会 委員 

学校法人電子学園 日本電子専門学校 理事長 

  今井 悠太 
株式会社デンソー技研センター 

移動式ロボット職種エキスパート 

  澤田 裕二 株式会社ＳＤ 代表取締役社長 

  水野 直樹 
株式会社ＮＨＫエンタープライズ グローバル事業本部 

事業開発センター イベント・映像展開 担当部長 

  瀧原 章夫 厚生労働省 人材開発統括官付 能力評価担当参事官 

  山田 亮 中央職業能力開発協会 常務理事 

  ○印は座長。                        （敬称略、順不同） 
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技能五輪国際大会の開催国の推移 

 

回数 開催年 開催国 開催地 

１ 1950 年（昭和 25 年） スペイン マドリード 

２ 1951 年（昭和 26 年） スペイン マドリード 

３ 1953 年（昭和 28 年） スペイン マドリード 

４ 1955 年（昭和 30 年） スペイン マドリード 

５ 1956 年（昭和 31 年） スペイン マドリード 

６ 1957 年（昭和 32 年） スペイン マドリード 

７ 1958 年（昭和 33 年） ベルギー ブリュッセル 

８ 1959 年（昭和 34 年） イタリア モデナ 

９ 1960 年（昭和 35 年） スペイン バルセロナ 

10 1961 年（昭和 36 年） ドイツ デュイスブルク 

11 1962 年（昭和 37 年） スペイン ヒホン 

12 1963 年（昭和 38 年） アイルランド ダブリン 

13 1964 年（昭和 39 年） ポルトガル リスボン 

14 1965 年（昭和 40 年） イギリス グラスゴー 

15 1966 年（昭和 41 年） オランダ ユトレヒト 

16 1967 年（昭和 42 年） スペイン マドリード 

17 1968 年（昭和 43 年） スイス ベルン 

18 1969 年（昭和 44 年） ベルギー ブリュッセル 

19 1970 年（昭和 45 年） 日本 千葉 

20 1971 年（昭和 46 年） スペイン ヒホン 

21 1973 年（昭和 48 年） ドイツ ミュンヘン 

22 1975 年（昭和 50 年） スペイン マドリード 

23 1977 年（昭和 52 年） オランダ ユトレヒト 

24 1978 年（昭和 53 年） 韓国 釜山 

25 1979 年（昭和 54 年） アイルランド コーク 

26 1981 年（昭和 56 年） アメリカ アトランタ 

27 1983 年（昭和 58 年） オーストリア リンツ 

28 1985 年（昭和 60 年） 日本 大阪 

29 1988 年（昭和 63 年） オーストラリア シドニー 

30 1989 年（平成元年） イギリス バーミンガム 

31 1991 年（平成元年） オランダ アムステルダム 

32 1993 年（平成３年） チャイニーズタイペイ 台北 



回数 開催年 開催国 開催地 

33 1995 年（平成 7年） フランス リヨン 

34 1997 年（平成 9年） スイス ザンクトガレン 

35 1999 年（平成 11 年） カナダ モントリオール 

36 2001 年（平成 13 年） 韓国 ソウル 

37 2003 年（平成 15 年） スイス ザンクトガレン 

38 2005 年（平成 17 年） フィンランド ヘルシンキ 

39 2007 年（平成 19 年） 日本 静岡 

40 2009 年（平成 21 年） カナダ カルガリー 

41 2011 年（平成 23 年） イギリス ロンドン 

42 2013 年（平成 25 年） ドイツ ライプツィヒ 

43 2015 年（平成 27 年） ブラジル サンパウロ 

44 2017 年（平成 29 年） アラブ首長国連邦 アブダビ 

 



（資料３）

金 銀 銅

第11回 1962
スペイン
（ヒホン）

8 5 1 －  1位スペイン　2位日本

第12回 1963
アイルランド
（ダブリン）

14 10 － 2  1位日本　2位アイルランド　3位西ドイツ

第13回 1964
ポルトガル
（リスボン）

17 12 4 －  1位日本　2位イギリス　3位ポルトガル、スペイン

第14回 1965
イギリス

（グラスゴー）
19 6 5 2  1位イギリス　2位日本　3位スペイン

第15回 1966
オランダ

（ユトレヒト）
20 9 3 2  1位日本　2位オランダ　3位イギリス、イタリア

第16回 1967
スペイン

（マドリード）
20 5 7 2  1位スペイン　2位日本　3位西ドイツ

第17回 1968
スイス

（ベルン）
20 6 2 5  1位スイス　2位日本　3位韓国

第18回 1969
ベルギー

（ブリュッセル）
23 9 2 4  1位日本　2位スイス　3位西ドイツ

第19回 1970
日本

（千葉）
30 17 4 3  1位日本　2位西ドイツ、韓国、スイス

第20回 1971
スペイン
（ヒホン）

26 10 3 5  1位日本　2位スペイン、スイス

第21回 1973
ドイツ

（ミュンヘン）
27 5 5 8  1位西ドイツ　2位韓国　3位日本、スイス

第22回 1975
スペイン

（マドリッド）
26 4 7 5  1位スイス　2位韓国　3位スペイン　4位日本

第23回 1977
オランダ

（ユトレヒト）
26 7 4 3  1位韓国　2位西ドイツ　3位日本

第24回 1978
韓国

（釜山）
27 1 5 6  1位韓国　2位スイス　3位オーストリア他3ｶ国　7位日本

第25回 1979
アイルランド
（コーク）

28 7 8 1  1位韓国　2位日本　3位スイス

第26回 1981
アメリカ

（アトランタ）
28 5 8 4  1位韓国　2位日本　3位スイス、西ドイツ

第27回 1983
オーストリア
（リンツ）

28 4 5 4  1位韓国　2位チャイニーズタイペイ　3位オーストリア 4位日本

第28回 1985
日本

（大阪）
34 11 8 4  1位韓国　2位日本　3位チャイニーズタイペイ、スイス

第29回 1988
オーストラリア
（シドニー）

30 6 － 3  1位韓国　2位日本　3位チャイニーズタイペイ、他2ｶ国

第30回 1989
イギリス

（バーミンガム）
27 3 6 1  1位韓国　2位チャイニーズタイペイ　3位オーストリア 5位日本

第31回 1991
オランダ

（アムステルダム）
26 4 2 2  1位韓国  2位チャイニーズタイペイ  3位オーストリア 4位日本

第32回 1993
チャイニーズタイペイ

（台北）
27 2 6 5  1位チャイニーズタイペイ  2位韓国  3位ドイツ  4位日本

第33回 1995
フランス
（リヨン）

28 4 3 1  1位韓国  2位チャイニーズタイペイ  3位日本、ドイツ、スイス

第34回 1997
スイス

（ザンクトガレン）
29 2 － 4  1位韓国　2位チャイニーズタイペイ、スイス　8位日本

第35回 1999
カナダ

（モントリオール）
34 6 3 2  1位チャイニーズタイペイ、韓国  3位日本

第36回 2001
韓国

（ソウル）
33 4 2 4  1位韓国、2位ドイツ、3位日本、オーストリア

第37回 2003
スイス

（ザンクトガレン）
34 6 2 4  1位韓国、2位スイス、3位日本

第38回 2005
フィンランド
（ヘルシンキ）

36 5 1 2
 1位日本、スイス、南チロル・イタリア

 4位ドイツ、フィンランド　6位韓国他3ｹ国

第39回 2007
日本

（静岡）
51 16 5 3  1位日本、2位韓国、3位フランス

第40回 2009
カナダ

（カルガリー）
45 6 3 5  1位韓国、2位スイス、3位日本

第41回 2011
イギリス

（ロンドン）
44 11 4 4  1位韓国、2位日本、3位スイス

第42回 2013
ドイツ

（ライプツィヒ）
45 5 4 3

 1位韓国、2位スイス、3位チャイニーズタイペイ

 4位日本、オーストリア

第43回 2015
ブラジル

（サンパウロ）
45 5 3 5

 1位韓国、2位ブラジル

 3位日本、オーストリア、中国、南チロル・イタリア、チャイニーズタイペイ

技能五輪国際大会における各国の成績状況

金メダル獲得上位３カ国・地域名回 開催年
開催国

（開催都市）
出場
選手数

日本のメダル獲得数



2021 年技能五輪国際大会の提案に対する要求（和訳抜粋） 

 

１ 目的 

（略） 

 

２ 決定までのタイムテーブル 

ｽﾃｯﾌﾟ 月 日 詳 細 

１ 2016 年 10月総会 CEOは全メンバーからの「関心表明」（EOI)の要請を発出。 

この時点からメンバーは、彼らの 2021 年国際大会を主催しようと努力

する意思を売り込み、宣伝しても良いが、2021年国際大会に関連するロ

ゴを使用してはならない。 

２ 2017 年 1月 20日 関心を持つメンバーが事務局に対し「関心表明」を送る締切日 

３ 2017 年 2月 3日 CEO は、関心表明を認め、次の事項を要求することを応募メンバーに送

付。 

・もし公式の提案を準備するよう求められた場合、検証訪問を受け入れ

ることの同意の確約 

・当初の提案された候補都市、場所及び日付に加え理事会が要求する他

の必要な情報について「詳細説明」を提供すること 

４ 2017 年 2月 24日 応募メンバーのステップ３への回答締切日 

５ 2017 年 3月 3日 理事会と CEOは、応募メンバーからの回答を精査し、2021年技能五輪国

際大会の可能な主催のための検証訪問を受けるメンバーに連絡。 

検証訪問の日付と提案された準備は、「詳細説明」に関連するより詳細

な問や下記第３項のポイント１～４にある他の主催の基準に関する問

とともに応募メンバーに送られる。 

６ 2017 年 3月 10日 応募メンバーは、事務局に対して検証訪問の受入れを確認。 

７ 2017 年 3月 27日 応募メンバーは、問に対する回答を事務局に提出。 

８ 2017 年 3月 31日 理事会及び事務局は、応募メンバーからの回答を精査し、検証訪問を準

備する。懸念される項目や要求に合わない可能性のある項目は、生産的

に検証訪問を終えることを確保するため、あらかじめ共有される。 

９ 2017年 4月3日～

5月 26日 

理事会及び事務局による検証訪問。 

それぞれの検証訪問の間、入札のためのガイドラインと規則がそれぞれ

のメンバーとそのステークホルダーと議論される。 

それぞれのメンバーは、入札のガイドラインと規則への委任を確認す

る。 

10 2017 年 6月 2日 理事会及び事務局は、検証訪問報告書を精査し、理事会はどのメンバー

が 2021 年国際大会を主催するための正式な入札に進み、準備をするこ

とができるかを決定する。 

理事会は、メンバーがこの段階でブランドに完全に適合しているか考慮

するだけである。 

理事会は、最小限セクション３のガイドラインを含み、すべてのメンバ

ーがその提案書の中に同じ鍵となる項目に焦点を当てることを確保す

資料４ 



る入札定型書式を提供する。 

理事会は、いくつかの項目について、また書面の説明及び確認を求める

ことができる。 

各入札（参加）メンバーは、WSI より「候補市」のロゴを提供される。

それは、全ての市場活動用具と通信に使用できる。 

11 2017 年 6月 30日 精査のために入札（書）案を事務局に提出する締切日。 

12 2017 年 7月 28日 事務局に最終入札（書）を提出する締切日。 

理事会及び事務局は、入札（書）を精査し、全ての基準に合致している

場合は最終入札（書）として承認する。最終入札（書）は、その後投函

され、メンバーに送付される。 

13 2017年 10月13日 アラブ首長国連邦アブダビにおける総会での入札プレゼンテーション

と 2021年技能五輪国際大会を主催するメンバーを決定するための投票 

 

３ 公式提案（最終提案・入札）を準備するためのガイドライン 

 入札書は、公式代表とメンバー組織の担当職員が署名した組織の公式レターヘッドと次の事項を

含まなければならない。 

１．特定の区域を含む、見込まれるイベント会場の表示 

２．提案日の表示 

３．財政的にイベントを組織する能力の表示（期待される収入と支出の予算概要が十分であること）。

ぜひ、いかなる責任（義務）も既に確保されていると明記してほしい。財政的責任は、イベント

の前の WSIに対する開催費の支払い及び他の財政的義務を含む。 

４．イベントをロジスティックに組織する能力（輸送能力、輸送ネットワーク、式典会場へのアク

セスと収容能力、宿泊施設の近さ、宿泊施設の質と量、選手村など）の表示。 

５．全ての権利を有する WSIは、その権利に係るあらゆる申請や契約を承認する必要があるため、

大会主催国は、特に広報、マーケティング、メディア、後援に関しての当該権利および責任を詳

細に渡って定義したWSIとの協定を履行し、申請過程で言明された全ての入札の約束も含む。 

  協定案は、最終的な提出の一部である必要がある。 

  協力促進のために提案される協定（合意覚書）へのあらゆる追記は、好意的に受け入れられる(協

定の定型書式は事務局が提供する)。投票後の公式な署名式に対して提案された計画は、この時点

で公開されなければならない。 

６．イベントが現時点の全ての要件、手続き、合意に従って計画され、実施されるという協定書は、

憲章、運営規則、競技規則、倫理行動規程、職種定義（インフラリストを含む。）、競技組織ガイ

ド、スポンサーシップの枠組み及び他のすべての公的又は承認された書類から成る WSIの公式文

書で、はっきりと定める。 

  主催メンバーは、最高の、そして最新の技能五輪国際大会のためWSIと協力する。 

７．ブランドに従うことの文書化（主催メンバーのブランドブックが存在すること。それは WSI に

より承認されたもので、ブランドが正しく実施されること。）。イベントのブランド化は、

WorldSkills 商標ガイドラインに完全に従うという合意。 

８．競技大会組織者の法的地位、ステークホルダー、ガバナンス、意思決定及び管理組織に関する

詳細情報。WSI は、競技大会組織者とメンバー組織及び他のステークホルダーとの関係を認めな

ければならない。 
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資料７ 

第 44 回技能五輪国際大会（WSC2021）開催意思表明に伴う

検証訪問（和訳） 

 

目的 

検証訪問の目的は以下の通りである。 

 開催意思表明を提出する加盟国／地域が、技能競技大会開催に関する必須基準を満たしているかど

うかを検証 

 加盟国／地域を導き、前回大会の経験を共有することにより、技能競技大会の正式な入札プロセス

を向上させる 

 イベントの計画を WSI のビジョン、使命、計画文書により即したものにするため、加盟国／地域に

助言する 

 加盟国／地域に WSI に対する財政的責任を理解させる 

検証チームは、申請国にとって戦略的に有益または重要なセールスポイントである提案内容を他の加

盟国／地域に拡散、または議論したりしないように、留意することが重要である。 

本文書に掲載の疑問点やトピックは、訪問中に対処することとする。疑問点に関する対応は協力的な

ものであり、主催側が疑問点の理由や原理を理解すること、ならびに WSI がその返答内容を理解するこ

とを実現できるように尽力する。 

検証チームは訪問により発見したことを文書化し、訪問により得た詳細情報や推奨事項を理事会に発

表する。必要な基準を満足することに成功した加盟国／地域は、期限までに正式な入札提案をすること

が認められる。 

以下の基準は、技能五輪国際大会の開催にあたり、必要不可欠な基準である。 

 加盟国／地域は世界人権宣言に基づき、全ての外国籍のイベント参加者に対してその人権を保障で

きるようにしなくてはならない。 

 加盟国／地域は、それ相応の規模の国内大会または地域大会の運営経験がなくてはならない。 

 大会開催組織は、（運営・管理において）十分に加盟国組織とつながりを持っていなくてはならない。 

 財政支援の状態が整っており、確保されなくてはならない。 

 ブランドの規則を十分に遵守しなくてはならない。約束のみではなく、実施が必須である。 

 WSI は大会開催組織の理事会および／または運営委員会に籍を置く。WSI（理事会および最高経営

責任者）は定期的な情報提供を行うこととし、開催国の理事会と協議する。 

 理事会へ提案する費用（第一には主たるパッケージ内容）は、妥当な額面でなくてはならない。 

 

補足資料 

ドロップボックスの「WSC WSC2021」を参照。 

 



いにｎ 

 

                                   2/8 

 

資料７ 

１．入札の理由 

 技能五輪国際大会を開催したい理由は何か？ 

 技能競技大会を開催することは、自身の国／地域の職業教育訓練計画にどのように合致するか？ 

 技能五輪国際大会が終了後、残したい遺産（功績）は何か？ 

 来場者はどのような人々になるか？希望する来場対象者はどのような人々か？ 

 来場者の予測数は何名か？ 

 貴国／地域に与える影響はどんなものと予測するか？また有益となるのはどのような分野か？ 

 

2．政府関係者の後援 

 本入札を後援する主要な関係者は誰か？彼らが技能五輪国際大会の開催を後援する理由は何か？ま

た、どの分野を後援する予定か？ 

 入札を取り止める、または入札決定後に競技大会開催を取りやめるとすると、どのような状況にお

いてか？ 

 重要な職業教育訓練関係者から受ける後援の規模はどの程度か？ 

 政府（国家/連邦、州/地域および地元の所属団体）の後援はあるか？政府および野党双方からの

支援か？ 

 教育機関からの後援はあるか？ 

 企業からの後援はあるか？ 

 地方自治体（都市/地方）からの後援はあるか？ 

 政府（国家および地方自治体）の安定性はどうか？ 

 選挙の周期 – 大会の開催前に変更が予想される時期および頻度はどのようであるか？ 

 大会前に政府が変更した場合、その影響はどのようなものと予測するか？ 

 大会前に省庁が変更した場合、その影響はどのようなものと予測するか？ 

 

3．運営・管理体制 

 加盟国/地域はどのような運営体制を取っているか？（例：関係者・職員・理事会員等） 

 大会開催組織はどのように組織され、どのような体制を取る予定か？大会開催組織と加盟国/地域団

体間の法的・構造的関係性はどのようなものか？加盟国/地域側における大会の運営管理者は誰か？ 

 大会開催組織とその加盟国/地域団体との関係性は WSI に承認を受けることになっているが、それは

可能か？ 

 大会開催組織の理事会および/または運営委員会に WSI の代表を派遣する手配となっているが、それ

は理解しているか？ 

 大会開催組織の所在地はどこになるか？加盟国／地域団体も同じ都市に所在しているか？ 
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4．財政 
 予算はいくらか？（スポンサー額・現物支給額・現金） 

 歳入 

 支出 

 予測される助成金はいくらか？ 

 政府（国家/地方自治体） 

 職業教育訓練機関 

 企業（詳細は５項を参照） 

 WSI に対する財政的責任が、開催費 EUR 955,242であることを理解しているか？OG6046、OG6049、

OG6050 を参照。 

 大会開催組織は資金提供組織からの制限に対し、資金上どの程度の影響力（管理力）を持てるか？ 

 国/地域外で金銭を支出する場合（ある場合）、どのような制限があるか？ 

 財政的リスクは何か？ターゲットのスポンサーを獲得できなかった場合はどのように対処するの

か？ 

 スポンサー、加盟国/地域または WSI から貴国へ出荷される装置および他部材の出荷に係る輸入税お

よび関税について、意見はあるか？（例：マーケティング部材） 

 貴国/地域へ金銭を持ち込む際に係る税金および関税について、意見はあるか？（例：大会開催組織

に代わり WSI が販売する会議チケット） 

 WSI のスポンサーシップの枠組み、および開催者の契約内容に対するその影響力を理解している

か？ 

 全体イベントプレゼンター（OEP）の当てはあるか？ 

 パッケージは通常、開催国/地域の通貨で提供、販売される。一方で、WSI の承認に基づき、使用す

る為替レートの合意および透明性を条件として米ドルを使用する国/地域もある。主要な国際通貨に

対し、開催国通貨の安定性はどうか？ 

 

5．企業の後援 
 既にスポンサー契約を約束している企業はどこか？またどのような支援を約束しているか？（例：

現金・現物支給による後援） 

 貴国が目的とする後援の種類は何か？（例：現金・現物支給） 

 自国の技能競技大会におけるスポンサーおよびパートナー数はいくつか？それらの企業から、技能

五輪国際大会においてはどのような期待をしているか？ 

 WSI のグローバル・パートナーと紛争問題を抱えているか？（WSI のグローバル・パートナーが技

能五輪国際大会における先買権を保有していることを理解すること） 

 貴国において、全ての職種競技に関わる業界企業が存在するか？貴国が（強固な）基盤を持ってい

ない可能性のある職種競技についてはどうか？（例：カナダにおける石工職種） 

 

6．会場 

 提案する大会競技会場はどこか？ 

 提案する技能競技大会の開催日はいつか？（8 月から 11 月の間であること – OG1200 参照） 

 屋内スペースの大きさは？ 

 技能競技大会に使用可能な追加屋外スペースの大きさは？ 

 スペースに内に使用制限はあるか？ 

 会議室はいくつあるか？（大きさと部屋数） 

 提案する開会式会場とその収容規模（9 千名以上収容する必要あり） 
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 提案する閉会式会場とお別れパーティの会場とその収容規模（2 会場は同じ敷地内でなくてはならな

い。異なる会場の場合、閉会式会場とお別れパーティ会場の距離はどのくらいか？）（閉会式会場の

収容人数は 9 千名以上、お別れパーティは 3500 名以上ある必要あり） 

 会場は、スポンサーシップの看板やブランド表示において「クリーン」であるか？（即ち、全敷地

内の一部として会場内外の企業スペースがイベント用に必要であり、一般向けのスペースであって

はならない。） 

 大会会場において「必ず使用しなくてはならない」パートナー（物流、IT、映像音響機器、ケータ

リングなどの企業）があるか？あるいは使用業者への制限はないか？ 

 業界企業およびイベント向けの安全衛生を担当する国内の当局があるか？ 

 提案する会場では、過去にどのような種類のイベントが開催されており、それらのイベントの参加

者数は何名か？ 

 

参考 

注：2019 年までに、持続可能性の達成目標のため、妥当な予測増加分の調整を鑑み、最低減の会場規模

の要件の設定が必要となる。会議室および会議施設を除き、最低 9 万～12 万平米が必要になると予測さ

れる。 

 WSC2007 WSC2009 WSC2011 WSC2013 WSC2015 WSC2017 

選手数 

エキスパート数 

加盟国/地域数 

来場者数 

敷地面積 

810  

767  

46  

219,000  

60,000 ㎡ 

852  

823  

46  

152,000  

100,000 ㎡ 

931  

898  

54  

200,000  

90,000 ㎡ 

999  

969  

53  

205,000  

100,000 ㎡ 

1,184  

1,143  

59  

259,000  

213,000 ㎡ 

1,303 

1,207  

59  
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7．宿泊施設 

 利用可能なホテルはどこか？アクセスの容易さ、距離、客室数、質、食事の提供はどうか？最低 4

千名分のパッケージを用意しなくてはならない。 

 提案する選手村はあるか？アクセスの容易さ、距離、客室数、質、食事の提供はどうか？ 

 3 つ星から 5 つ星ホテルの価格帯はいくらか？ツインベッドルームは選べるか？ 

 ホテル～競技会場～開閉会式会場の移動手段はどうするか？ 

 会議室のあるホテルはいくつあるか？（多くのチームがホテル内での選手とのミーティング用に会

議室を要望するため） 

 ホテルは、要求する時間枠で、必要な量の朝食を準備できるか？（例：ホテルに 300 名の選手が宿

泊している場合、AM6 時半～7 時半の間に 300 食の朝食を準備することになる） 

 選手用の夕食はどうするか？ 

 ホテル内無料インターネットサービス 

 選手、チームリーダー、エキスパート（チーフおよび副チーフ・エキスパート）、通訳、公式代表、

技術代表、技術代表補佐、スポンサー、オブザーバー、公式オブザーバー、事務局員、理事会員用

のパッケージが必要 

 

8．ロジスティックス 

 加盟国/地域の到着場所は何箇所あるか？（例：空港、電車の駅など） 

 提案するホテル～競技会場間の移動手段は何か？ 

 提案するホテル～開会式会場あるいは閉会式会場およびお別れパーティ会場の間の移動手段は何

か？ 

参 加 者 数 の 推 移 

人 

数 

 加
盟
国
・
地
域
数 
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 開催者は競技会場内で多くの食事を提供しなくてはならない - 大会中の作業場、部屋内、昼食、夕

食。例：C-2、C4、C1～C3 – この点に関し問題はあるか？ 

 （大会開催と WSI 事務局用に）開催者はたくさんのボランティア人員を用意しなくてはならない。 

- 必要なボランティアを確保することに問題はあるか？ 

 国内外に工具箱を輸出入するにあたり、起こり得る問題はあるか？ 

 加盟国/地域のビザ取得において、起こり得る問題はあるか？ 

 

9．インフラ 
 （インフラリストの装置や部材は大会開催組織により提供されるため、）大会で使用する機材や部材

の確保に関してどのように計画しているか？（例：2005 年国際大会時のように職業教育訓練施設を

更新するといった戦略） 

 解体および処分に関する計画は？ 

 公共設備に関する計画は？ - ガス、空調、電気、水、高速インターネット 

 貴組織自身のパートナーに全てを依頼する予定か？または会場（開会式、閉会式、お別れパーティ

の会場）に望ましいまたは契約中の業者がいるか？（即ち、その業者を使用しなくてはならないか？） 

 会場には、有益となるインフラ設備が備えられているか？ 

 特定の装置について、輸入、使用、訓練を許可されていない国および地域はあるか？（ある場合） 

 貴組織のインフラの供給者およびパートナーは、持続可能性に関する基準の資格を有しているか？

または貴国内または国際的な持続可能性に関する基準の資格を有する供給者のみとの契約を考えて

いるか？ 

 

10．インターネットアクセス 
 開催国/地域において、インターネットアクセスに関してどのような制約があるか？（ある場合） 

 事務局は、準備会議、CPW、大会時の間、途切れることのない持続的なネットアクセスを、オフィ

ス内およびホテル内双方において必要とする。 

 事務局は、準備会議、CPW、大会時の間、以下のサービスへの無制限のアクセスを必要とする。ド

ロップボックス、E メール、スラック、スカイプ、WSI のウェブサイトに基づいたシステム。 

 貴国/地域のアクセス制限により必要とするサービスにアクセスできなくなった場合、どのような方

策を講じるか？ 

 大会中、Youtube、フリッカー、フェイスブック、インスタグラム、ツイッター、その他イベントを

配信するためのサービスを使用する目的で、追加の高速インターネットアクセスが必要となる。 

 世界中から来る加盟国/地域代表およびメディアは、自身の組織と大会について交信するため、各自

のリソースにアクセスする必要がある。こうしたアクセスは、CPW や大会中に大会会場とホテル双

方で行われる。 

 その他のサービスも、入札プロセス中から大会実施まで必要となることがある。大会の運営および

広報活動に必要とされるサービスへのアクセスが許可されなくてはならない。 

 

11．広報活動およびマーケティング 
 現在メディアパートナーがいるか？ 

 国際的メディアへ大会を拡散宣伝する方策は何か？後援可能な国際的ジャーナリストに参加を依頼

するのか？ 

 大会開催組織として、その地元や地域での宣伝活動同様に、各加盟国／地域や海外コミュニティに

対し、宣伝活動資料を投資および供給する必要がある。 

 ソーシャルメディア（フェイスブック、ツイッター、Youtube）にアクセス制限のある国や地域はあ

るか？ 

 その他、必須のウェブベースの業務管理のためのサービス（Email、ドロップボックス、スラック、
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スカイプ等）に使用制限はあるか？ 

 名称や組織を含め、100％ブランド指針を遵守しているか？WSI ブランド指針に則り、技能五輪国

際大会で使用できるのは、WSI のロゴやブランドのみである。入札する加盟国／地域組織において

も、100％WSI のブランド指針に沿っていなくてはならない。 

 貴国において、「WorldSkills」の標章登録をしているか？（EU の加盟国／地域は、EU 圏内で WSI

が実施した登録によりカバーされている。）（登録証書または確認証書をWSIの事務局へ送付のこと。） 

 

12．大会開催経験 

 当該加盟国／地域および大会開催組織の、こうした規模のイベントの運営経験についてはどうか？

（安全衛生・ケータリング・移動手段・イベント管理・エクスカーション・開閉会式・メディア） 

 当該加盟国／地域は地域大会または国内の競技大会の運営経験はあるか？ある場合、職種競技数、

選手数、期間、会場について記載すること。 

 国内または地域の技能競技大会において、持続可能性に関する方針および戦略はあるか？ある場合、

どのようなものか？ 

 ワークショップ・マネージャーの手配元はどこか？貴組織とワークショップ･マネージャーとの関係

性はどのようなものか？彼らの役割責任に関する期間契約や責任につき、どのように保障するか？

全作業場にワークショップ･マネージャーを配置すること、および彼らに 1 つ前の技能五輪国際大会

に参加させること（必須事項）について、どのように実施するか？ 

 WSI は、先行する大会の管理方法（例えば WSC2017）について、大会開催組織が技能五輪国際大

会を経験することが非常に有意義と考える。大会開催組織の人員に関し、どのような計画があるか？ 

 

13．職種競技以外の活動について 

会場内 

 技能五輪国際大会の一環として、以下の価値ある活動に関し、どのような方策があるか？ 

 職業体験 

 技能や就職機会の紹介 

 プレゼンテーション職種、未来の職種、伝統職種など 

 プロジェクトや戦略における、（技能競技大会以外の）他の５つの注目領域を紹介 

 ワールドスキルズ・ヴィレッジおよび展示スペース 

 スキルアウト（競技後のハッピーアワー） 

 スキルマネジメント（職種管理）チームのレセプション 

 

会場外 

 一校一国サポートプログラムをどのように実施するか？ 

 エクスカーションについてどのような計画があるか？（選手・チームリーダー・公式代表・エキス

パート・技術代表向け） 

 企業訪問についてどのような計画があるか？（必須ではないが、来場者向けには付加価値になり得

る） 
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14．会議プログラム 

 会場内には、どのような会議施設があるか？（部屋の大きさ、部屋数、専用の会議施設） 

 WSI 加盟国／地域の技能担当の大臣を招待し、各国大臣による技術職業教育訓練サミットへ出席し

てもらうための調整をすることに関し、貴国内の技能担当の省庁からサポートを得ることができる

か？ 

 

15．大会準備週間（CPW） 

 CPW は技能競技大会に組み込まれた一つの活動である。CPW は技能競技大会の 8 ヶ月前に開催さ

れ、理想的には大会の開催年に実施するのが望ましいが、可能か？ 

 提案する会場はどこか？（理想的には、必要な各種会議室を備えたホテルが望ましい。（全体会議室、

分科会用小部屋多数、事務局用の部屋、大会開催組織用の部屋、一校一国サポートプログラム用会

議室）） 

 CPW 会場と他の競技大会会場の距離はどのくらいか？ 

 

16．チャンピオンおよびユース・イニシアティブ 

 大会中にユース・フォーラムを開催する予定があるか？（WSC2017 に同時開催する国際ユース・フ

ォーラムを参照のこと） 

 大会中、WSC および国内の職種競技チャンピオンを参加させる予定はあるか？その場合、どのよう

に実施するか？ 

 2018 年総会および 2020 年総会にワールドスキルズ・チャンピオンズ・フォーラムへ WSC チャン

ピオンを派遣する予定か？ 

 

17．都市および国／地域 

 総合的なアクセス性 – 開催都市への加盟国／地域の渡航のしやすさ。空路、鉄道、道路。例：加盟

国／地域が利用する、国際航空便のルートはどのようなものか？ 

 都市内の移動 – 加盟国／地域および来場者の、開催都市内の移動のしやすさ。渋滞、公共交通機関、

タクシー等 

 都市の安全性 – 当該都市の安全に関する国際的な認識および当該都市の実際の安全性 

 都市のインフラ – 会場の周りにどのような施設があるか？（例：緊急を要する物品購入のためのハ

ードウェアショップ） 

 文化的慣習 – 国際的なイベントを開催する事で影響が懸念される文化的慣習はあるか？例：大会で

のアルコールの支給 

 

18．入札の準備 

検証訪問の間、入札準備手順および加盟国／地域との関わりについて議論する時間が設けられる。倫理

行動規程は入札プロセスにも当てはまり、全員がこの点に関する詳細を把握していることが重要である。 

 



資料８ 

 

 

第 44回技能五輪国際大会会場における仮設建築物の建築状況 

 

    外観 

       

 

    内部 
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関西国際空港及び中部国際空港の合計 ２２カ国・地域

欧州

北米・中南米

中東

アジア

その他

（参考）

中部国際空港の合計 １３カ国・地域

欧州

北米・中南米

中東

アジア

関西国際空港の合計 ２２カ国・地域

欧州

北米・中南米

中東

アジア

その他

２カ国・地域

１カ国・地域

１２カ国・地域

２カ国・地域

空港インフラの状況

５カ国・地域

２カ国・地域

１カ国・地域

１２カ国・地域

２カ国・地域

２カ国・地域

２カ国・地域

１カ国・地域

８カ国・地域

５カ国・地域



資料１０

１　調査対象

三つ星以上のホテル（調査会社の調査基準による）

２　国際大会で使用する条件等

(１)　食事対応（ハラール対応、朝食はブッフェ、朝食場所の広さなど）

(２)　

(３)　競技会場までの専用シャトルバスを利用して９０分以内

３　宿泊キャパシティについて

(１)　３０分圏内(選手中心）

条件 部屋数 収容人数 備考

① 食事、部屋タイプの条件を満たしている 72室 136人

② 部屋タイプの条件を満たしている 1,208室 1,867人
部屋数は、ダブル、ツイン
ルームの合計

③ 30分圏内の条件を満たしている 2,828室 3,487人
部屋数は、②にｼﾝｸﾞﾙﾙｰ
ﾑ数1,620を加えたもの

※収容人数はツインルームのツイン使用を条件に算出

(2) ３１分以上６０分以下の圏内（エキスパート、通訳中心）

条件 部屋数 収容人数 備考

① 食事、部屋タイプの条件を満たしている 490室 490人

② 部屋タイプの条件を満たしている 7,693室 7,693人
部屋数は、ダブル、ツイン
ルームの合計

③ 60分圏内の条件を満たしている 24,351室 24,351人
部屋数は、②にｼﾝｸﾞﾙﾙｰ
ﾑ数16,658を加えたもの

(3) ６１分以上９０分以下の圏内（オブザーバー）

条件 部屋数 収容人数 備考

① 食事、部屋タイプの条件を満たしている 429室 429人

② 部屋タイプの条件を満たしている 2,183室 2,183人
部屋数は、ダブル、ツイン
ルームの合計

③ 90分圏内の条件を満たしている 8,055室 8,055人
部屋数は、②にｼﾝｸﾞﾙﾙｰ
ﾑ数5,872を加えたもの

宿泊インフラの状況

選手はツインルームのツイン使用またはダブルベットルーム・ツインルームのシングルユー
ス。
エキスパート他は、ダブルベットルーム・ツインルームのシングルユース
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中部国際空港及び周辺地域の会議室等の状況 

 

 

中部国際空港セントレア 

セントレアホール（仕様） （計 340㎡） 

 面積 天井高さ 

ホール  340m2（約 20m×約 17m）  約 5.8m 

ホワイエ  153m2（約 9m×約 17m） 

・劇場形式 

ステージ  面積 63m²（約 13.5m×約 4.7m）、ステージ高 0.6m 

スクリーン  300 インチ（約 6.6m×約 3.7m） 

天井吊物装置  美術バトン 1、照明バトン 3 

音響反射板  一式（上部+サイド） 

同時通訳ブース  4 ブース 

収容人数  最大 330 名（固定席 242 名 移動席 88 名） 

・フラット形式 

スクリーン  250 インチ（5.5m×3.1m） 

天井吊物装置  照明バトン 1 

収容人数  約 200 名（立食パーティー時） 

 

会議室（計 496㎡） 

部屋番号 面積 席数 連結使用 部屋タイプ 

R-1 123m² 63 席 可 

（最大 150席） 

会議室 

R-2 62m² 24 席 会議室 

R-3 130m² 63 席 会議室 

R-4 42m² 18 席 可 

（最大 36 席） 

会議室 

R-5 47m² 18 席 会議室 

R-6 43m² 8 席 不可 応接 

R-7 49m² 8 席 不可 応接 

http://www.centrair.jp/business/event/conference_room/shiyou/ 

 

 

 

http://www.centrair.jp/business/event/conference_room/shiyou/
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〔空港島内施設〕セントレアホテル（計 130㎡） 

会場名  面積 坪 ディナー ブッフェ スクール シアター 口の字型 

全スパン  130m² 39.3 坪 60 席 60 名 60 席 80 席 42 席 

第 1 室  79m² 23.9 坪 40 席 40 名 40 席 50 席 30 席 

第 2 室  51m² 15.4 坪 20 席 20 名 20 席 30 席 24 席 

http://www.centrairhotel.jp/party/ 

 

〔空港島内施設〕東横 INN 中部国際空港本館（計 285.29 ㎡） 

会議室  床面積 定員 

大会議室  

（最小利用人員 20 名） 
174.49 ㎡ 100 名 

中会議室  

（最小利用人員規定なし） 
82.5 ㎡ 30 名 

小会議室  

（最小利用人員規定なし） 
28.3 ㎡ 8 名 

http://www.toyoko-inn.com/hotel/00148/osusume.html 

 

〔空港近隣施設〕Ｊホテルりんくう（計 116㎡） 

 MR-1 MR-2 MR-1 + 2 MR-3 

面積  45m2（14 坪） 45m2（14 坪） 89m2（27 坪） 26m2（8 坪） 

スクール形式  18 席 18 席 42 席 12 席 

シアター形式  36 席 36 席 60 席 16 席 

口の字  18 席 18 席 40 席 12 席 

※空港島対岸のりんくう地区のホテル。りんくう常滑駅から徒歩 1分。中部国際空港駅－りんくう常滑

駅間は、名鉄電車で3分。 

http://www.j-hotel-rinku.com/meeting/index.html 

 

〔空港近隣施設〕イオンホール(計 298.39 ㎡)  

 面積 

イオンホール A 140.22 ㎡（42.42 坪） 

イオンホール B 158.17 ㎡（47.85 坪） 

※イオンモール常滑⇔中部国際空港間、シャトルバスで 15分 

http://tokoname-aeonmall.com/special/lists/aeonhall 

（注）会議室等の床面積、主要人数等は、いずれも各 Webページから転記したものである。 

http://www.centrairhotel.jp/party/
http://www.toyoko-inn.com/hotel/00148/osusume.html
http://www.j-hotel-rinku.com/meeting/index.html
http://tokoname-aeonmall.com/special/lists/aeonhall


資料１２

回
数

主催大会年 投票時期 場所
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

実施国
投票状況 主催決定国 備考

1 2013年 2009年8月
カナダ
カルガリー

ドイツ
フランス

ドイツ　　23
フランス 22

ドイツ

2011年10月
イギリス
ロンドン

スペイン
満場一致でスペイン
に決定

スペイン 後に辞退

2012年5月
韓国
チェジュ島

ブラジル
議長提案の結果、
誘致を承認

ブラジル

3 2017年 2013年7月
ドイツ
ﾗｲﾌﾟﾂｨﾋ

アラブ首長国
連邦（UAE)

満場一致でUAEに
決定

UAE

4 2019年 2015年8月
ブラジル
サンパウロ

ベルギー
フランス
ロシア

 　        1回目      2回目

ベルギー  5     －
フランス  24     26
ロシア  　28     31

ロシア

技能五輪国際大会の主催国の決定のための投票の状況

2 2015年


